
 

  

研究内容： 加群圏におけるセール部分圏の分類に関して 

 

可換環論は、乗法が可換である環の理論である。この理論は、代数幾何学などの多くの分野の基礎となるとともにそ

れ自身が非常に興味深いものである。可換環論の目的のひとつは、環上の加群の構造やその性質を調べることにあ

る。例えば、コーエン・マコーレー加群と呼ばれる加群は代数学的にも代数幾何学的にも非常に良い性質をもつ加群で

あることが知られており、現在でもその構造の研究が行われている。 

1962 年、Gabriel は加群圏の無限直和を取ることに閉じているセール部分圏（局所部分圏）を基礎環のスペクトラムの

特殊化で閉じた部分集合を用いて分類した。Gabriel による分類定理は、その後の様々な分類定理に大きな影響を及ぼ

した。一方、Reiten らによる反変有限分解部分圏の分類は余傾加群を用いて分類され、反変有限分解部分圏の概念と

傾理論の間には密接な関係があることが分かった。そして、反変有限分解部分圏の概念が多元環の表現論において重

要な役割を果たすこととなった。このように可換環論の目的は、加群自身の構造の解明だけではなく、加群圏の部分圏

の構造を調べることにもある。そして、部分圏の構造の解明方法の一つが部分圏の分類である。 

私の現在の目的は、すべてのセール部分圏を分類することにある。Gabrielの定理では分類できない「無限直和をとる

ことに閉じていないセール部分圏」の構造は、局所部分圏に比べて非常に複雑になる。そこで複雑な構造を持つセール

部分圏を良い性質を持つ部分圏の貼り合わせとして構成し、セール部分圏の分類を試みる。部分圏の貼り合わせは

Torsion theory や Auslander-Buchweitz の定理の中に見られる手法であり、可換環論に大きな影響を与えている手法で

ある。 

上述したとおり、部分圏の貼り合わせからできる部分圏は複雑な構造をしている場合が多い。私はまず初めにセール

部分圏の貼り合わせで生じる部分圏がどのような構造を持つのかを研究してきた。しかしながら、ある特定の貼り合わ

せによってできる部分圏は必ずしもセール部分圏になるとは限らなかった。そこで２つの異なるセール部分圏の貼り合

わせが再びセール部分圏を構成するために必要な条件を考察し、その条件を確立した。これはセール部分圏をさらに

小さい２つのセール部分圏の貼り合わせとして構成する場合に必要となる条件を見出したことでもある。 
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